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出
荷
伝
票
な
ど

●
給
与
や
年
金
所
得
の
あ
る
方
は

平
成
16
年
中
の
源
泉
徴
収
票

●
平
成
16
年
中
に
支
払
っ
た
国

民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険

料
、介
護
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
・

生
命
保
険
料
、個
人
年
金
保
険
料
、

損
害
保
険
料
な
ど
の
支
払
証
明
書

●
身
体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
の
方

は
障
害
者
が
確
認
で
き
る
手
帳
・

証
明
書

●
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
平
成
16
年
中
に
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

●
平
成
16
年
中
に
農
業
機
械
な

ど
を
購
入
し
た
場
合
は
、
そ
の
領

収
書
な
ど

●
営
業
所
得
者
や
収
支
計
算
で
申

告
す
る
農
業
所
得
者
は
、
収
支
の

わ
か
る
収
支
内
訳
書
な
ど

●
所
得
税
の
還
付
や
納
税
の
際
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
方

は
、
銀
行
名
や
口
座
番
号
の
わ
か

る
も
の（
通
帳
な
ど
）と
銀
行
印
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

h
問
い
合
わ
せ
先

●
須
賀
川
税
務
署☎

75̶

２
１
９
４

●
町
税
務
町
民
課☎

62̶

２
１
１
４

●
申
告
会
場（
申
告
期
間
中
）

☎
62̶

１
３
７
６

●
印
鑑

●
平
成
16
年
中
の
収
入
や
支
出

な
ど
が
わ
か
る
帳
簿
類
、
通
帳
、

金
や
一
時
金
、
ま
た
は
生
命
・
損

害
保
険
契
約
に
基
づ
く
満
期
返
戻

金
の
収
入
が
あ
っ
た
方
。

●
平
成
16
年
中
に
土
地
・
建
物

等
の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
。

申
告
の
必
要
な
い
方

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
る
方
。

●
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
ほ
か

に
収
入
が
な
く
、
勤
務
先
ま
た
は

支
払
者
か
ら
町
に
支
払
報
告
書
を

提
出
済
み
の
方
。
た
だ
し
、
新
た

に
控
除（
医
療
費
控
除
や
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
な
ど
）を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
税
務
署
へ

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
場
合
を

除
き
、
申
告
が
必
要
で
す
。

●
平
成
16
年
中
に
所
得
が
な
く

鏡
石
町
内
居
住
の
家
族
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
方
。

　

町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

●
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
で

鏡
石
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
平

成
16
年
中
に
何
ら
か
の
所
得
が

あ
っ
た
方
。
た
だ
し
、
所
得
が

な
か
っ
た
場
合
で
も
国
民
健
康

保
険
に
入
っ
て
い
る
方
や
、
児
童

手
当
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は

申
告
が
必
要
で
す
。

●
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業

や
営
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た
方
。

●
給
与
所
得
だ
け
の
方
で
も
、

１
月
31
日
ま
で
に
勤
務
先
か

ら
鏡
石
町
に「
給
与
支
払
報
告

書
」の
提
出
が
な
い
方
。

●
平
成
16
年
の
中
途
で
退
職

さ
れ
た
方
。

●
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
年

申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
16
年
中
に
土
地
や
建
物

を
売
っ
た
と
き
の
利
益
に
は
、
譲

渡
所
得
と
し
て
税
金
が
か
か
り
ま

す
。
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
特
例

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
例

の
適
用
を
受
け
る
に
は
様
々
な
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
も
、

他
の
所
得
と
一
緒
に
確
定
申
告
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き

●
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
な
い
場
合
な
ど
で
す
。

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い

給
与
所
得
者
で
も
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
で
取
得
し
た
場
合

●
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合●
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

　

東
北
税
理
士
会
須
賀
川
支
部
で

は
、「
税
理
士
記
念
日
」に
ち
な
み

次
の
日
程
で
税
金
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

２
月
23
日（
水
）午
前

　

須
賀
川
税
務
署
で
は
、
平
成

16
年
分
所
得
税
確
定
申
告
相
談

を
１
月
31
日（
月
）か
ら
３
月
15

日（
火
）ま
で
、
昨
年
同
様
須
賀
川

市
産
業
会
館（
牡
丹
園
向
か
い
）で

行
い
ま
す
の
で
、
混
ま
な
い
う
ち

に
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」に
接
続
し
、

画
面
案
内
に
従
い
金
額
等
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
定
申
告
書

所
得
申
告
忘
れ
ず
お
早
め
に

　

町
で
は
、
２
月
９
日（
水
）か
ら
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
こ
の

相
談
は
、
昨
年
１
年
間（
平
成
16
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）の
所
得
を

申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
こ
の
内
容
が
平
成
17
年
度
の
町
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
基
礎
と
な
り
ま
す
。
申
告
期
間
が

間
近
に
な
り
ま
す
と
、
混
雑
し
た
り
、
申
告
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
し

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
公
的
（
共
済
、
厚
生
、

国
民
）
年
金
受
給
だ
け
の
方
を
対

象
と
し
た
申
告
相
談
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

h
日　

時　

２
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

h
場　

所　
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

h
持
参
す
る
も
の

●
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

●
各
種
所
得
控
除
に
必
要
な
証
明

書
や
領
収
書
な
ど

●
銀
行
印
と
銀
行
名
や
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の

公
的
年
金
受
給
者
の

申
告
相
談

や
決
算
書
等
が
簡
単
に
作
成
で
き
、

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
後
、

関
係
書
類
を
添
付
し
郵
送
等
で
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

h
仙
台
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sendai.nta.go.jp/

10
時
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜
３
時

●
場　

所　

須
賀
川
市
産
業
会
館

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

申告相談の日程

b会　　場　町勤労青少年ホーム
b受付時間　午前９時～午後４時

月　日 行政区 月　日 行政区

2月 19日 水 久　来　石 ２月 28日 月 仁井田・さかい

2月 10日 木 〃 3月 11日 火 成　　　田

2月 14日 月 笠　　　石 3月 12日 水 〃

2月 15日 火 〃 3月 13日 木 〃

2月 16日 水 〃 3月 14日 金 豊郷・旭町

2月 17日 木 〃 3月 17日 月 〃

2月 18日 金 高　久　田 3月 18日 火 １区・２区・
３区・４区

2月 21日 月 〃 3月 19日 水 〃

2月 22日 火 鏡　　　田 3月 10日 木 〃

2月 23日 水 〃 3月 11日 金 〃

2月 24日 木 〃 3月 14日 月 〃

2月 25日 金 仁井田・さかい 3月 15日 火 予　備　日

須賀川税
務署から

の

お知らせ

☎75－2194

還
付
申
告
は
お
早
め
に

税
金
無
料
相
談
所
の
開
設

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で原動機付自転車（ミニ
バイク等）、小型特殊自動車（トラクター等）、軽自動車、二
輪車などの所有者に対して課税されます。
　軽自動車等を使用していない場合や廃棄した場合、人に
譲った場合には届出が必要ですので、３月末日までに下表の
とおり手続きをしてください。手続きがされていない場合は、
平成17年度の軽自動車税が課税されます。

廃車・名義変更手続きはお早めに！

車　種 届出・問い合わせ先 必要なもの
原動機付自転車
(125cc 以下 )
小型特殊自動車
(農耕用その他 )

町税務町民課
☎ 62－ 2114

ナンバープレート
印鑑（所有者・届出者）
標識交付証明書

軽二輪
(126cc ～ 250cc)
軽三輪・軽四輪

福島県軽自動車協会
福島市吉倉字谷地 16-7
福島軽自協会館内

☎ 024－ 546 － 2577
車種によって手続きの方法
が多少異なりますので、事
前に確認してください。

二輪の小型自動車
(251cc 以上 )

福島陸運支局
福島市吉倉字吉田 54
☎ 024 － 546 － 0341

手続き方法

２
月
９
日
〜
３
月
15
日　

税
の
申
告
相
談

● ●



空き巣 ２％ 
オートバイ盗 

１％ 

自転車盗 
44％ 

自販機狙い 
14％ 

車上狙い 
36％ 

自動車盗 ３％ 
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45

災
害
時
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。新
区
長
の
み
な
さ
ん
に
は
、

区
の
ま
と
め
役
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
行
政
区
長
は
、
地
区
の
み
な

さ
ん
の
世
話
役
と
し
て
一
年
間
活

躍
さ
れ
る
、
言
わ
ば「
役
場
と
地

域
の
み
な
さ
ん
と
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
」で
す
。
こ
こ
で
は
、
今
年

１
年
間
お
世
話
に
な
る
各
行
区
長

の
顔
ぶ
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
辞
令
交
付
後
、
区
長
協

議
会
の
新
役
員
の
選
出
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
（
※
敬
称
略
）

会　

長　

石
井　

清
司（
再
任
）

（
高
久
田
）

副
会
長　

佐
藤　

哲
郎（
再
任
）

（
鏡
石
２
区
）

会　

計　

清
水　

敏
正（
再
任
）

（
鏡
石
４
区
）

監　

事　

常
松　

誠　
（
再
任
）

（
仁
井
田
区
）

監　

事　

鈴
木　

昻
朗（
新
任
）

（
久
来
石
区
）

　

１
月
７
日（
金
）午
後
３
時
か
ら

町
役
場
に
お
い
て
今
年
初
め
て
の

区
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
木
賊
町
長
か
ら
退
任

さ
れ
る
３
名
の
前
区
長
に
感
謝
状

が
、
新
任
の
２
人
を
含
む
13
名

の
新
区
長
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
木
賊
町
長
か
ら「
前

区
長
の
み
な
さ
ん
に
は
、
昨
年
の

鏡田区（再）
稲田　耕筰さん

高久田区（再）
石井　清司さん

成田区（元）
関根　力榮さん

旭町区（再）
小出　幹夫さん

鏡石２区（再）
佐藤　哲郎さん

仁井田区（再）
常松　　誠さん

鏡石４区（再）
清水　敏正さん

さかい区（再）
浅野　　啓さん 笠石区（新）

藤島　光之さん

鏡石１区（再）
小貫　辨明さん

久来石区（新）
鈴木　昻朗さん

鏡石３区（再）
深谷 荘一さん

新行政区長のみなさん
任期
平成17年 １月 １日から
平成17年12月31日まで

豊郷区（再）
菊地　勝一さん

新
行
政
区
長
が
決
ま
る

地
域
と
町
の
パ
イ
プ
役

木賊町長から委嘱状を受け取る鈴木区長

⬅天栄村

玉川村➡

⬆須賀川市

　昨年末の報道発表を受
けて、「一戸一灯運動」の
協力をお願いしました。
　この運動は、地域社会
のみなさんがお互い連携
し、夜間、家庭や事業所
の玄関灯、門灯、防犯灯
を点灯させて、町全体を
明るくし犯罪、事件事故
の発生しにくい環境を作
る運動です。ぜひ、全世
帯でご協力いただき夜間
の安全のためご協力をお
願いいたします。

　

特
に
、町
の
体
育
館
や
図
書
館
、

公
民
館
な
ど
公
共
施
設
利
用
時
の

車
上
狙
い
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
公
共
施
設
の
駐
車
場
だ
か
ら

安
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

貴
重
品
は
必
ず
手
元
に
置
き
ま

し
ょ
う
。

　

緊
急
防
犯
対
策
と
し
て
当
分
の

間
、
①
毎
月
関
係
機
関
の
定
例
会

を
開
催
し
、
情
報
交
換
を
行
う
こ

と
。
②
広
報
等
啓
発
活
動
を
強
化

し
、
全
町
民
一
丸
と
な
っ
て
防
犯

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
。
③
街
頭

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
強
化
し
、
小

さ
な
犯
罪
に
も
目
を
配
る
こ
と
。

の
３
項
目
を
重
点
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

鏡
石
町
内
の
犯
罪
状
況
を
み
る

と
、
左
上
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、

自
転
車
盗
と
車
上
狙
い
が
全
体
の

８
割
を
占
め
、
次
い
で
自
動
販
売

機
狙
い
、
自
動
車
盗
、
空
き
巣
と

都
市
型
の
犯
罪
と
な
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
全
体
の
８
割

を
占
め
る
自
転
車
盗
、
車
上
狙
い

に
的
を
絞
り
、
対
策
を
強
化
す
る

こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
項

を
重
点
と
し
て
行
う
こ
と
を
決
め

　

昨
年
末
に
福
島
県
警
が
発
表
し

た
県
内
市
町
村
別
犯
罪
発
生
率

（
犯
罪
発
生
件
数
を
人
口
千
人
当

た
り
に
換
算
）
で
県
内
ワ
ー
ス
ト

と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
１
月

24
日
、
緊
急
防
犯
対
策
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
町
防
犯
協
会
、
地

域
安
全
推
進
協
議
会
、
防
犯
指
導

隊
、
地
域
安
全
活
動
推
進
員
な
ど

約
30
人
が
出
席
、
ワ
ー
ス
ト
記

録
の
汚
名
返
上
と
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
緊
急
防
犯
対
策
会
議
で

は
、
須
賀
川
警
察
署
生
活
安
全
課

長
か
ら
鏡
石
町
内
の
犯
罪
情
勢
と

特
徴
に
つ
い
て
詳
細
に
わ
た
っ
て

説
明
を
受
け
、
効
果
的
な
対
策
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

犯罪発生率県内ワースト脱却

安全安心の町に
緊急防犯対策会議

　
　
　
　
　 

車
内
に
貴
重
品

置
い
ていませんか

公
共
施
設
利
用
時
の

車
上
狙
い
に
注
意

定
例
会街

頭
啓
発
を
強
化

車
上
狙
い
・
自
転
車
盗
対
策
強
化

30人が出席した防犯対策会議区分 16年 前年 増減 増減率

空き巣 3 14 － 11 － 78.6％

忍込み 0 2 － 2 － 100％

自動車盗 4 2 ＋ 2 ＋ 100％

オートバイ盗 1 1 0 ０％

自転車盗 59 59 0 ０％

車上ねらい 49 25 ＋ 24 ＋ 96％

自販機ねらい 19 17 ＋ 2 ＋ 11.8％

計 135 120 ＋ 15 ＋ 12.5％

全刑法犯 232 206 ＋ 26 ＋ 12.6％

鏡石町の平成16年中の
犯罪発生状況

　　　　　　　　須賀川警察署調べ

ま
し
た
。



　

平
成
17
年
鏡
石
町
成
人
式
が
、

１
月
９
日（
日
）午
前
10
時
30
分

か
ら
町
公
民
館
で
厳
か
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昭
和
59
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
性
１
１
５
人
、

女
性
85
人
の
合
計
２
０
０
人
が

新
成
人
と
し
て
大
人
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
艶
や
か
な
振
り
袖

姿
の
女
性
や
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ

や
は
か
ま
姿
に
身
を
つ
つ
ん
だ
男

性
１
３
６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
出
席
者
全
員
で
国

歌「
君
が
代
」を
斉
唱
し
た
あ
と
、

木
賊
町
長
が「
町
で
は
、
町
民
の

方
と
連
携
し
、「
ほ
ん
と
う
の
幸

せ
」を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現

の
た
め
次
代
を
担
う
み
な
さ
ま
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」、
稲
田

耕
筰
教
育
委
員
長
が「
新
成
人
の

み
な
さ
ま
に
は
、「
鏡
石
人
」と
し

て
誇
り
を
持
っ
て
地
域
社
会
や
国

際
社
会
に
関
わ
っ
て
頂
き
た
い
。」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て

木
賊
町
長
か
ら
、
小
林
舞
さ
ん
に

成
人
証
書
が
授
与
さ
れ
た
あ
と
、

双
子
の
會
田
ま
な
み
さ
ん
、
の

ぞ
み
さ
ん
が「
成
人
証
書
を
手
に

し
た
今
日
の
喜
び
を
か
み
し
め

て
、
一
層
心
身
の
鍛
練
と
教
養
の

向
上
に
努
め
ま
す
。」と
力
強
く
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
菊
地
栄
助
町
議
会

　

平
成
17
年
の
新
春
を
祝
う
年
賀
交
歓
会

が
、
１
月
４
日（
火
）午
後
４
時
か
ら
鏡
石
舘

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
町
内
の
各
種
団
体
の
代
表
な
ど

１
８
０
名
が
参
加
。初
め
に
木
賊
町
長
が「
今

年
も
町
の
発
展
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

菊
地
栄
助
町
議
会
議
長
な
ど
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
参
加
者
全
員
で
唱
歌「
牧
場
の

朝
」を
合
唱
し
た
あ
と
、
祝
宴
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

年頭のあいさつをする木賊町長

年
賀
交
歓
会
に

１
８
０
名
が
出
席

議
長
、
斎
藤
健
治
県
議
、
中
学
時

代
の
恩
師
で
あ
る
小
野
健
司
さ
ん

が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
参
加
者
全
員
で
町

の
シ
ン
ボ
ル
ソ
ン
グ
で
あ
る
唱
歌

「
牧
場
の
朝
」を
斉
唱
、
最
後
に
、

小
貫
旬
二
さ
ん
が「
成
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
全
て
の
行
動
に

責
任
を
持
っ
て
最
善
を
尽
く
し
ま

す
。」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
新
成
人
の
み
な

さ
ん
は
実
行
委
員
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
た
同
級
会
に
出
席
し
、
級

友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
を

弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

小
林
舞
さ
ん
が

成
人
証
書
を
授
与

　

町
文
化
講
演
会
実
行
委
員
会
で
は
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の
女
子
マ
ラ
ソ

ン
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
有
森
裕
子
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
１
月
19
日（
木
）午
後
６
時

30
分
か
ら
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
町
公
民
館
に
は
、
４
百
人

を
超
え
る
大
勢
の
観
衆
が
訪
れ
、
有
森
さ
ん

が
語
る
、
幼
少
時
代
の
苦
労
話
や
マ
ラ
ソ
ン

を
走
る
よ
う
に
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ま
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
思
い
出
話
な
ど
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講演する有森さん

文
化
講
演
会
で

有
森
さ
ん
熱
く
語
る

200人が大人の仲間入り

祝　成人おめでとう
＝ 平成17年鏡石町成人式＝

力強く宣誓する會田まなみさん、のぞみさん 艶やかな振袖姿

　成人を迎えて、この日を
境に大人への第一歩を踏み
出し、責任ある恥じない行
動をしていきたいです。
　また、両親をはじめ、今
まで育ててくださった方々
に感謝し、少しづつ恩返し
していけたらと思っていま
す。 飯 村 貴 恵さん

　家族や地域の方など、た
くさんの支えがあって今
日を迎えることができまし
た。心から感謝しています。
　独自の確立した意思とそ
の表現のもと、責任のある
行動がとれる大人になるよ
うに努力していきたいと思
います。 小板橋 智弥さん

　成人という節目を無事
に迎えることができ、両親
をはじめ、お世話になった
方々に感謝します。私は、
学生ですが知識を高め、技
術を磨き立派な看護師にな
りたいと思います。今後は、
社会人としてお世話になり
ます。 浅野 真友美さん

小 貫 数 馬さん

　成人の日を迎えられる喜
びを感じています。まだま
だ半人前ですが、成人とい
う責任と義務を忘れず、誇
りを持ち、そして、夢と希
望を見失わないよう、新し
い気持ちで歩いていこうと
思います。
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□
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー

　
『
手
芸
』に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。※休

館
の
お
知
ら
せ

　

２
月
28
日（
月
）か
ら
３
月
７

日（
月
）ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休

館
い
た
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
観
光
協
会
で
は
、
高
野
池
の

白
鳥
や
岩
瀬
牧
場
の
四
季
折
々
の

風
景
、
ま
た「
国
際
化
オ
ラ
ン
ダ

祭
り
」・「
牧
場
の
朝
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
祭
り
」な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
、
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
広
告
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
に
活
用
し
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
作
品
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

□
応
募
サ
イ
ズ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
ツ
切
・
ワ
イ
ド
四
ツ
切

□
撮
影
期
間　

平
成
16
年
３
月

１
日（
月
）か
ら
平
成
17
年
２
月

21
日（
月
）ま
で
撮
影
し
た
も
の

□
子
ど
も
映
画
会

●
日　

時　

２
月
５
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

●
上
演
作
品『
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
』

『
チ
ッ
プ
と
デ
ー
ル
』

□
読
み
聞
か
せ
会

●
日　

時　

２
月
12
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
話
し
手　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

あ
ゆ
み
ら
い

●
内　

容　

す
ば
な
し『
く
ろ
い

き
こ
り
と
し
ろ
い
き
こ
り
』

□
み
ん
な
の
造
形
教
室

●
日　

時　

２
月
13
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
講　

師　

絵
本
造
形
作
家

菊
地　

清
先
生

●
内　

容　
「
親
子
で
ワ
ン
ワ
ン
」

□
応
募
期
間　

２
月
28
日（
月
）

ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

□
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

町
観
光
協
会（
産
業
課
内
）

☎
62̶

２
１
１
８

　

燃
え
る
ご
み
は
、
町
指
定
の
ご

み
袋
で
出
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
身
が

見
え
る
こ
と
で
、
ご
み
の
分
別
の

徹
底
が
図
ら
れ
る
こ
と
や
、
ご
み

収
集
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
決

め
ら
れ
た
ル
ー
ル
で
す
。

☆ ★

　　中　央

井　上　友　之さん

税務町民課では、毎週金曜日、午後７時15分まで窓口業務（証明書発行）を延長しています役場窓口延長業務

………○

町民
　リレー
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浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
排
水
な
ど

を
き
れ
い
な
水
に
し
て
、
河
川
へ

還
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　

浄
化
槽
の
設
置
者
に
は
、
使
用

開
始
か
ら
６
ヶ
月
後
に
行
う
検
査

と
、
毎
年
１
回
行
う
定
期
検
査
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
清
掃（
汲
み

取
り
）は
年
に
１
回
以
上
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
１
年
以
上
清
掃
を

行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
割
増
料

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
適
正
な
管
理
が
さ
れ

て
こ
そ
、
機
能
が
発
揮
さ
れ
ま
す

の
で
必
ず
検
査
・
清
掃
を
行
う
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
健
康
福
祉

課　

☎
62̶

２
１
１
５

89

　

最
近
、
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ

て
い
る
も
の
の
中
に「
段
ボ
ー
ル
」

や
、
指
定
袋
以
外
の「
不
透
明
な

ビ
ニ
ー
ル
袋
」な
ど
で
出
さ
れ
て

い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

指
定
袋
以
外
で
出
さ
れ
た
も
の

は
、
原
則
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
部
の
ル
ー
ル
違
反
に
よ
り
、

そ
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
の

モ
ラ
ル
に
関
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
委
員
会
・
町
健
康
福
祉
課

☎
62̶

２
１
１
５

浄
化
槽
の
検
査
・
清
掃
を

忘
れ
ず
に

図
書
館
だ
よ
り

　「現在、花嫁さん募集中です。」 と話す
井上さん。理想のタイプは、やさしくて料
理が上手な人だそうです。
　現在、泉崎の県南生コンクリート㈱に勤
務している井上さんは、会社では主に営業
や管理部門の仕事をしているそうです。「今
は不況で公共事業が減っており、仕事を確
保するのに大変苦労していますね。」と話
してくれました。
　そんな井上さんの趣味は、ゴルフや映画
鑑賞。ゴルフは年に数回しかしないのであ
まり上手くはないですが、今年は上達する
ように頑張りたいですね。と話してくれま
した。
　最後にまちづくりについて尋ねると、「高
校生が、おみこしの担ぎ手などで積極的に
参加できる、お祭りをたくさん開催して欲
しいですね。」と話してくれました。

◇　◇　◇　◇　◇　◇ 
　次回は、井上さんの紹介で中央の面川祐
也さんにリレーします。

□血液さらさら/血糖・脂質管理
　動脈硬化を予防し、健康を維持増進するための健
康管理について学習いたします。
●日　時　２月22日（火）
　　　　　午後１時30分から３時30分
●場　所　鏡石保健センター
●講　師　清野　弘明　先生
　　　　　（太田西ノ内病院糖尿病センター長）

□健康ヨ－ガ教室
　呼吸法とストレッチ体操で、しなやかな心と身体
をつくりましょう。
●日　時　１回目　３月９日（水）
　　　　　　　　　９時30分～11時30分
　　　　　２回目　３月23日（水）
　　　　　　　　　９時30分～11時30分
●場　所　鏡石保健センター
●講　師　武藤　光吉　先生　
●問い合わせ先　町健康福祉課　☎62̶2115

燃
え
る
ご
み
は
指
定
袋
で

「
牧
場
の
朝
」か
が
み
い
し

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

＝
テ
ー
マ「
か
が
み
い
し
の
四
季
」＝

　

今
回
の
掲
載
記
事
は
、
鏡
石

栄
光
幼
稚
園
か
ら
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
園
で
は
、
昨
年
の
12
月
18

日（
土
）、
イ
エ
ス
様
の
誕
生
を
祝

う
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
、
子
ど
も
た

ち
と
保
護
者
、
教
職
員
が
感
謝
と

祈
り
を
も
っ
て
和
や
か
に
行
い
ま

し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
う
４
週
間

前
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
迎
え
る
た
め
の

準
備
を
進
め
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
や

保
育
室
は
自
然
物
を
使
っ
た
リ
ー

ス
な
ど
で
飾
ら
れ
、
園
庭
の
も
み

の
木
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点

灯
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
小
さ
な
ツ

リ
ー
を
つ
く
っ
た
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
な
が
ら
過

ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
や
災

害
で
苦
し
ん
で
い
る
世
界
の
状
況

に
も
目
を
向
け
、
世
界
中
の
人
々

が
平
和
で
幸
せ
な
ク
リ
ス
マ
ス
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
キ
リ
ス
ト
教
の

大
き
な
行
事
の
一
つ
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
聖
書
に
記
さ
れ
て
い
る

「
世
界
で
は
じ
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
」

の
話
を
聴
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
意

味
を
知
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
全
園
児
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
演
じ
る
聖
誕
劇
を
行
い

ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
当
日
、

役
を
演
じ
る
子
ど
も
た
ち
の
表
情

は
自
信
に
満
ち
、
参
加
し
て
い
る

保
護
者
と
共
に
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
喜
び
ま
し
た
。

　

毎
年
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
子

ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
思
い
出
深

く
残
る
園
生
活
の
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
は
温
か
い
心
で

＝鏡石栄光幼稚園＝

聖誕劇で賛美をします

わたしたちの学校シリーズ

　

今
回
の
わ
た
し
た
ち
の
学
校

シ
リ
ー
ズ
は
、
鏡
石
栄
光
幼
稚
園

で
昨
年
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会

の
風
景
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま

す
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
い
賛
美
す
る

自信に満ちた子どもたち
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皆
さ
ん
は
、「
か
か
り
つ
け
医

（
主
治
医
）」の
先
生
か
ら
紹
介
状

を（
病
名
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
も

の
）を
持
た
な
い
で
大
規
模
病
院

（
２
０
０
床
以
上
）を
受
診
し
た
と

き
、
長
時
間
待
た
さ
れ
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う

に
、
み
な
さ
ん
に
は
最
寄
り
の
診

療
所（
医
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
）を「
か

か
り
つ
け
医
」と
し
て
お
持
ち
に

な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

病
気
や
ケ
ガ
で
検
査
や
入
院
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
、
こ
の「
か

か
り
つ
け
医
」の
先
生
か
ら
の
紹

介
状
を
お
持
ち
に
な
り
ま
す
と
、

日 月 火 水 木 金 土
6
b町民相談の日 
　13：30～
　勤青ホ

７ ８
bフォローアップ
　血液検査
　9：00～　　勤青ホ
bピヨピヨクラブA
　10：00～　鏡保セ
bよちよちクラブ
　10：00～　図書館

９ 10 11
b建国記念日

b気功教室
　10：00～
　町公民館

12
b読み聞かせ会
　10：30～
　町図書館

13
bみんなの造形教室
　13：30～
　町図書館

14
bピヨピヨクラブB
　10：00～
　公民館

15 16
b３～４か月児健診
　13：30～
　公立病院
b寿大学閉校式 
　14：30～
　町公民館

17
bインディアカ教室
　19：30～
　町構造改善センター

18
b気功教室
　10：00～
　町公民館

19
bジョイフルライフ
　閉校式
　11：30～
　町公民館

20 21
bよちよちクラブ
　10：00～児童館

b町民相談の日 
　13：30～勤青ホ

b男の料理教室 
　18：30～勤青ホ

22
bピヨピヨクラブA
　10：00～
　児童館

b健康セミナー
　13：30～
　鏡保セ

23 24
bインディアカ教室
　19：30～
　町構造改善センター

25
b気功教室
　10：00～
　町公民館

26

27 28
b図書館休館 
　（３月７日まで）

b男の料理教室 
　18：30～
　勤青ホ

３月
1
b春季火災予防運動
　（７日まで）

2
bEM学習会
　9：30～
　老人福祉センター

3
bピヨピヨクラブB
　10：00～
　児童館

bインディアカ教室
　19：30～
　町構造改善センター

４
b1・２才児健康相談
　9：30～　鏡保セ
bペアレントクラス
　18：30～　鏡保セ
b気功教室
　10：00～
　町公民館

５

６
b模擬火災訓練

b町民相談の日 
　13：30～
　勤青ホ

７
b男の料理教室 
　18：30～
　勤青ホ

８ ９
b健康ヨーガ
　9：30～
　鏡保セ
b9～10か月児
　健康診査 
　13：15～
　鏡保セ

10
bインディアカ教室
　19：30～
　町構造改善センター

11
b鏡石中学校卒業式
　10：00～
　鏡石中学校

b気功教室
　10：00～
　町公民館

12
b読み聞かせ会
　10：30～
　町図書館

２
．
新
規
登
録

□
受
付
期
間　

随
時（
※
た
だ
し

平
成
17
年
４
月
１
日
付
け
で
指

定
を
受
け
た
い
場
合
は
平
成
17

年
２
月
28
日（
月
）ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。）

３
．
提
出
先

　

上
下
水
道
課
下
水
道
グ
ル
ー
プ

（
旭
町
浄
水
場
内
）

　

詳
し
く
は
、
町
上
下
水
道
課
下

水
道
グ
ル
ー
プ（
☎
62̶

２
１
１

９
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
※
お
知
ら
せ
】

　

供
用
開
始
区
域
内
に
お
住
ま
い

の
方
で
、
ま
だ
下
水
道（
公
共
下

水
道
ま
た
は
、
農
業
集
落
排
水
）

へ
の
接
続
工
事
が
お
済
み
で
な
い

方
は
速
や
か
に
実
施
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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毎週金曜日 19時～　鏡石町営鳥見山体育館よさこい踊り練習日
２月６日（日）、21日（月）、３月６日（日）　午後１時30分～３時30分まで　町勤労青少年ホームで開催町民相談日程

２月の情報カレンダー
 

（16. 12. 31 現在）

　　火　災    ９件　（24）

　　救　急　463 件　（423）

（　）は前年同期の件数

～ 火は消した？　いつも心に　きいてみて～

（全国統一防火標語）

b固定資産税　　　　（４期）
b上下水道使用料　（12・１月分）
の納入期限は２月28日（月）です。

◇　◇　◇　◇　◇

下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川信用金庫各
店・東邦銀行各店・大東銀行須賀川支店・福島県商
工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局

（17. 1. 1 現在）

                12,744人（＋ 14）

                6,230 人  （＋3）

                6,514 人（＋ 11）

             3,894 世帯（＋ 8）

（　）は前月との比較

火災・救急事故 今 月 の 納 税 人口と世帯数 交 通 事 故 

 地区 赤ちゃん お父さん お母さん
久来石 常 松 　 怜

れん

浩 二 茜
笠　石 佐 藤 凜

りん

果
か

雅 広 智 子
　〃　　影 山 煌

きら

人
と

義 記 亜希子
　〃　　中 村 冬

とう

弥
や

由 起 一 美
　〃　　久 下 　 陸

りく

将  百 恵
鏡石２ 菊 地 海

かい

音
と

剛  ゆかり
鏡石３ 並 木 菜

な

緒
お

健 一 富 枝
 〃 皆川明

あ す か

日海 宏 次 景 子
鏡　田　𠮷 田 絆

はん

南
な

和 正 ゆみ子
 〃 小 原 悠

ゆう

暉
き

孝 男 明 子
 〃 山 邉 綾

あや

音
ね

暁  初 美
高久田 渡 辺 美

み

孔
く

定 之 美 恵
成 田 会 田 瑠

る

愛
あ

祐 樹 久 美

 地区 花むこさん 花よめさん
久来石 君 島 芳 和 （安田）美　保
笠　石 鈴 木 　 淳 （水落）友　絵
鏡石１ トーラー　フィリップ （松橋）久美子
鏡石２ 矢 吹 恵 介 （大須賀）篤子
鏡石４ 小 林 　 勉 （佐久間）滝枝
成　田 草 刈 一 志 （仁後）恵美子
豊　郷 佐 藤 友 彦 （野村）紗希子
旭　町 鈴 木 征 博 （本田）尚　子

 地区 氏　名 年齢
笠　石 飛　澤　カツミ 83
　〃　 真　壁　貴美江 88
　〃　 　 山 秀 雄 65
　〃 五十嵐　勇　夫 62
鏡石１ 鈴 木 嘉 幸 81
鏡石２ 和 田 　 清 66
成　田 村 越 守 男 66
豊　郷 渡 辺 コ ヨ 84
さかい 正　木　ヒ　ロ 88

お　い　わ　い

よ　ろ　こ　び

か　な　し　み

（16. 12. 31現在）

  件　数   107件    （91）
  死　者    １人    （３）
  傷　者   149人  （112）

（　）は前年同期の件数

～死亡事故０日数　348日～

広報かがみいし　2005年２月号広報かがみいし　平成17年２月号

※勤青ホ＝勤労青少年ホーム　　鏡保セ＝鏡石保健センター　　成保セ＝成田保健センター　　※行事などの日程や会場は都合により、変更になる場合があります。

慶弔 12月受付分

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７
日
間

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

よ
り
一
層
防
火
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
発
生
の
主
な
原
因
は
、
て

ん
ぷ
ら
鍋
の
火
の
消
し
忘
れ
、
タ

バ
コ
の
不
始
末
、
ス
ト
ー
ブ
取
扱

い
の
不
注
意
、
放
火
の
疑
い
、
そ

し
て
た
き
火
の
不
始
末
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発

生
し
や
す
い
気
象
状
況
で
す
。
た

き
火
が
原
因
で
多
く
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
た
き
火
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

火
災
は
、
日
頃
の
心
が
け
ひ
と

つ
で
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
お
出
か
け
前
、
お
休
み

前
に
は
火
の
元
を
確
か
め
、
ま
た

家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
な
ど
、
日
頃
か
ら
火

災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

須
賀
川
消
防

署
鏡
石
分
署　
☎
62̶

４
５
１
１

　

町
で
は
、
平
成
17
年
度
登
録

の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

申
請
を
次
の
と
お
り
受
付
い
た
し

ま
す
。

１
．
更
新
登
録

□
受
付
期
限　

平
成
17
年
２
月

28
日（
月
）ま
で

排
水
設
備
指
定
工
事
店

申
請
の
お
知
ら
せ

か
か
り
つ
け
医
は

お
持
ち
で
す
か

受
診
の
と
き
の
待
ち
時
間
の
短
縮

に
な
る
ば
か
り
か
、
診
察
や
検
査

の
順
番
が
優
先
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

紹
介
状
を
お
持
ち
で
な
い
初
診
の

方
に
は「
特
定
療
養
費（
公
立
岩
瀬

病
院
の
場
合
、
１
，
５
７
５
円
）」

が
か
か
り
ま
す
が
、
紹
介
状
を
持

参
す
る
と
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

大
き
な
病
院
に
来
る
と
き
は
、

ま
ず「
か
か
り
つ
け
医
」に
か
か
っ

て
か
ら
受
診
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先

公
立
岩
瀬
病
院　

地
域
医
療
連
携

室　

☎
75̶

３
１
１
１

　ボ－イスカウト第 96団では、新入隊スカウトを募
集しています。活動内容は年齢によって異なりますが、
キャンプやスキ－訓練など一年を通して野外での活動
を実施します。幼稚園児から入隊できますので、一度
活動を見にいらしてください。
　　　　　　　　　　連絡先：樽川智鶴子（中町）
　　　　　　　　　　電　話：62－2584



ペンネーム「じゅん」

このコーナーへ載せるイラストをお
待ちしています。どしどし応募して
ください。
■サイズ　はがき大　
■応募先　役場総務課

深
ふか

谷
や

健
けん

介
すけ

くん（１歳）

　　　　（不時沼）

お兄ちゃんと遊ぶのが大好
きです（ママより）
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町
消
防
団
で
は
、
平
成
17
年

出
初
め
式
を
、
１
月
10
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
鏡
石
一
小

校
庭
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
団
員
や
女
性
消
防
隊

員
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
。
全

員
で
今
年
１
年
間
の
無
火
災
を
祈

願
し
黙
と
う
を
行
っ
た
あ
と
、
大

河
原
正
雄
団
長
か
ら
、
昨
年
１
年

間
を
通
し
て
無
火
災
だ
っ
た
第

１
、
第
３
、
第
９
分
団
に
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前

消
防
団
長
の
真
島
鉄
夫
さ
ん
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
河
原
団
長
が「
団

員
の
み
な
さ
ん
、
年
末
年
始
の
特

別
警
戒
へ
の
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
も
町
民
の
信
頼
と
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。」と
訓
示
を
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
式
で
は
、
木
賊
町
長

の
あ
い
さ
つ
、
菊
地
栄
助
町
議
会

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の

方
々
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
ほ
か
、

通
常
点
検
・
機
械
器
具
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
防
火
パ
レ
ー
ド

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
寒
風
が
吹

き
つ
け
る
な
か
、
団
員
と
女
性
消

防
隊
全
員
で
駅
前
地
区
を
堂
々
と

行
進
し
、
沿
道
の
町
民
の
み
な
さ

ん
に
防
火
意
識
の
向
上
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

＝平成17年町消防団出初め式＝

駅前地区を威風堂々と行進

無火災表彰を受ける団員のみなさん

通常点検を受ける女性消防隊員
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